
第６学年 社会科学習指導案 

１ 単元(教材)名  子育て支援の願いを実現する政治（税金の働き） 

２ 研究との関わり 

 (１)税金の働きを、教科書の教材だけでなく熊谷市の資料をもとに調べさせることで、日常生活と関連づけながら学習させる。 

(２)税金についての資料やグラフを深く理解させるために、算数科の学びと関連付けて指導する。 

３ 本時の学習指導 

 (１)目標 資料を活用して必要な情報を集め、読み取り、市民の願いを実現するために税金などが重要な役割

を果たしていることが理解できる。                      （知識・技能） 

 (２)展開 

学習活動 学習内容 〇指導上の留意点 ※評価 ☆教科横断 ★生活の場面 

１ 前時までの復習をする。 

２ 教科書Ｐ.42 にある川口市の

収入や税金の使い方をもとに、

学習課題を確認する。 

 

 

３ 市の収入や税金について教科

書をもとに全体で確認する。 

４ ３つの資料をもとに、熊谷市で

どのように税金が使われてい

るか調べ、付箋にまとめる。 

 

５ 資料を調べて分かったことを、

Ｙチャートを使って班の友達

と整理する。 

 

６ 資料から分かることについて

全体で確認する。 

７ 本時の学習のまとめ・振り返り

をする。 

〇市議会の仕事 

 

 

 

 

 

〇市の収入の内訳と税金

の主な使い方 

○資料の読み取り方 

 

 

 

〇交流の仕方 

 

 

 

〇市の収入は市民の願い

を実現するために使わ

れ、生活や社会を支え

ていること 

○市民から選ばれた市議会議員が、市の税金

や予算、条例を決めていることを確認し、

本時の課題に円滑につなげる。 

 

 

 

〇読み取りでつまずいている児童は、データ

の中で割合が大きいものに注目させる。 

★熊谷市の税金の使い方について、生活と関

連付けながら考えさせる。 

○自分が興味をもった資料から調べさせる。 

☆資料やグラフの読み取り方等を算数科と

関連付けながら確認する。 

○思考ツールであるＹチャートの使い方を

確認しておく。Ｙチャートを書いたホワイ

トボードに付箋を貼らせる。 

◎資料をもとに、税金の役割を理解してい

る。【知識・技能】（ノート・付箋） 

★学びを生活の場面でどのように生かすか

を必ず振り返りに書かせる。 

４ 板書計画 

子育て支援の願いを実現する政治           熊谷市の収入はどのようなことに使われているのか 

川口市 あすぱる 

 建設費 約１億４０００万円 

 運営費 約  ２０００万円 

 利用料        ０円 

  

 

 

 市の収入…住民や会社がおさめる税金 

      国や県からの補助金 借りたお金     振り返り 

めあて  市の収入にはどんなものがあり、どのようなことに使われているのか調べよう 

みんなが生活している熊谷市

ではどのように税金が使われ

ているのかな 

この資料やグラフは他の教

科で使ったことがあるね 

課市の収入はどのようなことに使われているの

か調べよう 

 

あすぱる 

 

まとめ市の収入は市民の願いを実現するために使わ

れ、生活や社会を支えていること 

 

資料① 

 

資料② 

 

資料③ 

 



資料① 熊谷市令和２年度歳入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料② 熊谷市令和２年度歳出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料③ 熊谷市の市税 

 

 


